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昨年1⽉に津市議会に送っていただいてから1年が経ちました。
議会にも少々慣れてきました。今年はますますがんばります！
引き続きどうぞよろしくお願いいたします。    

質問：津市の「統⼀協会」についての受け⽌めは。
答弁：⾼額献⾦の強要や霊感商法、信者に対するマインドコントロール的⼿法など、
その教団運営に対して深刻な報道がされており、国に被害者救済に向けた新たな法案
整備の対象になっている団体のひとつであると認識している。

質問：津センターパレス市⺠活動オフィスの⼀⾓を「世界平和⼥性連合三重第⼀連合
会(統⼀協会)」に貸している。これはどこの管轄でどのような⼿続きで貸し出してい
るのか。また、登録上の基準はあるのか。
答弁：市⺠活動センターの団体登録については、指定管理者である津市NPOサポート
センターが申請のあった団体が同センターの定める団体登録条件に合致するかどうか
を判断し決定をしている。
登録条件は「津市を中⼼に活動している市⺠団体、ボランティア団体」となってい
る。「営利を⽬的としている団体、布教活動を⽬的としている団体、特定の政治上の
主義を推進・指⽰・反対することが⽬的の団体」などについては登録除外とすること
となっている。

昨年12⽉に⾏われた定例会で代表質問を⾏いましたので、そのご報告をします。

質問：2021年7⽉の「第20回留学⽣⽇本語弁論三重県⼤会」へ津市が補助⾦を出したのは
事実か。
答弁：津市国際交流事業補助⾦交付要領に基づき交付を決定し、補助⾦12万8,281円を
⽀払った。交付対象は、国際的な⽂化・スポーツ・教育に係る交流活動など津市の住⺠を
対象として広く⾏われる事業。補助⾦の対象となるかの審査については、申請団体の代表
者のプレゼンテーションおよび質疑応答をもとに、各委員が交付要領に適合する事業であ
るかを総合的に採点する。審査の基準点を超えた事業に対して補助⾦の交付をおこなって
いる。

質問：津市が産業⽤の団地として整備しているサイエンスシティ内に世界統⼀家庭連合
(統⼀協会)の建物が設置された経緯は。

市の施設の貸し出し・補助⾦の交付とも、補助⾦を条件に合致していても、このような⾏
為は反社会団体に対してお墨付きを与えていることになるのではないか。津市としてどう
あるべきか真剣に考えるべきだ。

質問：要綱的にはクリアだとしても、国で取り沙汰されている団体に対して津市が補助⾦
を出すのは、市⺠に対して通⽤するのか。
答弁：本年度の補助⾦交付は国で統⼀協会の関連団体として取り沙汰される以前に決定が
なされ、事業が実施されていたことから補助⾦の交付をした。
今後については、市⺠の不安や社会通念上の疑念が払拭されていないことを踏まえて、国
や県の動向をよく⾒ながら慎重に対応していく。

津市が統一協会の関連団体主催の弁論大会に補助金を出していたことが判明！

サイエンスシティに統一協会の建物があるんだけど！？

センパレの中に統一協会！？
答弁：当初は独⽴⾏政法⼈から⼀般企業に売却されていたが、平成28年に担保不動産競
売として不動産会社に所有権が移った。産業⽤の団地であることから、そのコンセプトに
合う建物の建築や使⽤が望ましいため、売却する際にはコンセプトに合う事業者を選定す
るように津市から要請したが、令和元年に不動産会社から世界平和統⼀家庭連合に売却さ
れた。
津市⺠は、サイエンスシティは津市が税⾦を投⼊して開発した所で、このような施設がで
きていること⾃体、疑問を持たざるを得ないと思う。

統⼀協会はもちろん、その関連団体が関わる催し・津市が関わる⾏事への参加・関連施設
などは⼤いに問題である。団体があらゆる形で市⺠に近づいて多くの被害者を⽣み出して
きたことを念頭において、適切な判断と対処をおこなっていただきたい。

←サイエンスシティにある
統⼀協会。全国の統⼀協会の
建物の中で⼀番新しい。

統一協会と津市の関わりは 質問の様⼦を
YouTubeで

ご覧いただけます→



市内の中学校の校則の現状は

補聴器購入にあたっての補助を

ひとこと！

賛成討論：病気になっても経済的な理由で受診できない、まして命を落とすなどというこ
とは絶対にあってはならない。経済事情に関わらず、誰もが安⼼して医療を受けられるよ
うにするべきである。

加齢性難聴者のうち、補聴器を使⽤している⼈の割合は14％ほど。視⼒が落ちてきた⽅
がメガネをかけるように、聴⼒が落ちてきた⽅はだれでも補聴器をつけられるようにした
い。⾃⾝に合った補聴器をつけて社会参加をすれば、周囲の⼈とのコミュニケーションを
円滑にとれるため、フレイル予防・認知症予防にもつながる。
フレイルとは？…⼼や体の活⼒が低下して、介護が必要な状態に陥りやすい、弱ってきた
状態のこと。

小中学生の医療費窓口無料化について市長の考えは
昨年6⽉の定例会で、⼦どもと障がい者の医療費の窓⼝無料を求めて質問をおこなった。
当時津市は、まず国⺠健康保険の減額調整措置の廃⽌がなされることが第⼀で、国に対して
これを廃⽌するように働きかけは精⼀杯おこなうが、津市独⾃に窓⼝無料化を実施するつも
りはないという姿勢だった。
減額調整措置とは？…窓⼝無料にすると医療機関に受診する患者数が増えると解釈し、増え
た分の医療費は、国が負担するはずだった額を減額するという仕組み。⾃治体負担となる。

質問：前葉市⻑は昨年11⽉に今年4⽉の市⻑選への出⾺会⾒を⾏い、⼩中学⽣の医療費窓
⼝無料を公約に掲げたが、現在の考えは。

12⽉は統⼀協会問題について取り上げました。国であれほど取り沙汰され
ているのに、津市議会で取り上げる議員は私⼀⼈だけで寂しくなりました。
調べてみると津市も⼤いに関係していることがわかり、愕然としました。
そして、私が政治の世界を⽬指すきっかけとなった校則問題について質問す
ることができました。校則でも政治でも、おかしいと思ったことにおかしい
と⾔いたかったのです。時代が変わって、⽣徒主体の校則⾒直しの動きが広
まっていて嬉しく思います。読んでくださってありがとうございました

市⻑答弁：国の減額調整措置や他の制約などの課題を分析し、それを議会に⽰し、賛同が
得られれば実施に踏み切りたい。

賛成議員…渡辺晃⼀・桂三発・佐藤知⼦・����������
⽥⽮修介・中野裕⼦

他の議員さんたちにどんな事情がある
のかわからないが、この請願に反対し
て何かいいことがあるのだろうか。市
⺠を思うなら賛成すべきでは。

子ども・一人親家庭・障がい者の医療費の窓口無料を求める請願
市⺠団体から提出された「津市の⼦ども・⼀⼈親家庭・障がい者の医療費窓⼝無料を求
める請願書」の紹介議員になり、賛成討論をおこないました。
請願の趣旨：新型コロナの拡⼤や格差と貧困の広がりの中、医療費負担は、若い世帯・
⼀⼈親家庭・障がい者にますます重くなってきている。安⼼して医療を受けられるよう
に、償還払い⽅式をやめて、窓⼝無料化を関係機関に働きかけるように請願する。
償還払い⽅式とは？…いったん窓⼝で費⽤を全額⽀払ったあと、2-3ヶ⽉後に払い戻され
る仕組みのこと。お⾦を持って病院に⾏かなければならない。

質問：加齢により⽿が聞こえにくくなった場合、補聴器を購⼊する際の補助がない。
補聴器は⼤変⾼額で、⽚⽿だけで20万円から40万円ほどの⾃⼰負担しなければならな
い。とても重すぎる。補聴器購⼊助成制度を実施している⾃治体は、2021年7⽉時点では
全国で35⾃治体であったが、2022年10⽉現在では114⾃治体に増えた。1年あまりで約
3倍に。津市でも実施してはどうか。
答弁：加齢性難聴による補聴器購⼊の助成を多くの⾃治体で取り組まれていることは認識
している。他の⾃治体の取り組みも参考にしながら研究していく。

答弁の「研究していく」は、ほぼ「やるつもりがない」と同義なのです…
私の祖⽗も難聴で、家族の会話に参加できず寂しそうにしていることがよくあります。
でも「補聴器を買ったら？」と⾔うと「⾼いからやめておく」の⼀点張り。
補助を出すようになってほしい！東京都港区ではなんと最⾼で13万7,000円も出るそうだ！

質問の様⼦

質問：近年「ブラック校則」という⾔葉が社会的に認知されて、理不尽な校則を⾒直そう
という機運が⾼まってきた。これに関して、津市の考え⽅は。
答弁：これまでは校則をとにかく守らせることに重点を置いてきた。
現在は、決まった校則を守らせるばかりではなく、何のために設けられた決まりなのか、
⼦ども⾃⾝で考えさせるのが⼤事だろうと考える。

質問：制服の⾒直しの取り組みは？
答弁：市内の中学校20校中、16校はすでに変更済み、1校は検討中、3校は元から私服。

2021年に⽂部科学省から学校へ「校則は絶えず積極的に⾒直すべき」という通知があっ
たことが⼤きなきっかけだろう。⽣徒が主体的に校則の⾒直しを⾏うというのは、主権者
教育にもつながっていく⼤切な勉強のひとつになる。黙って校則に従うのをよしとするの
ではなく、学校は⽣徒が意⾒表明できる場所であるべきだ。

かなり進んでいて驚いた。⾃⾝の性に違和感のある⽣徒だけを意識してではなくて、多様
性を⼤切にし、全員がそれぞれの着たい服、あるいはその⽇の体調や気候に合わせた服を
より選べるようにしていってほしい。

私が中学⽣の頃は、理不尽な校則が当たり前にあった。防寒着の制限や靴下の⾊の指定な
ど。こんなルールは本当に必要？と疑問だった。現在も状況は変わらないのか？

質問：校則の⾒直しをおこなった学校は何校か。
答弁：市内の中学校20校中12校。残りも⾒直す⽅向であると把握している。

この広報紙は、政務活動費を使⽤して作成しました
問い合わせ先：津市⻄丸之内23-1�津市議会�⽇本共産党津市議団�0592293231

採決の結果、賛成5⼈�反対27⼈で不採択。


